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Tab.1 川原寺略年表

図版日次

PL.ユ 調査区全景 (1)
PL.2 調査区全景 (2)

PL.3 総柱建物

PL.4 冶金関連工房 (1)

PL.5 冶金関連工房 (2)

PL.6 冶金関連工房 (3)

PL.7 鋳造土坑 (1)

PL.8 鋳造土坑 (2)

Tab.2 出土瓦苺類集計表

PL。9 瓦窯と瓦溜 り
PL.10 北面大垣と下層遺構

PL。 11 冶金関連遺物類 (1)

PL。12 冶金関連遺物類 (2)

PL.13 冶金関連遺物類 (3)

PL。 14 瓦

PL.15 土器 (1)

PL。16 土器 (2)
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平成15年 2月 14日 から同年 7月 31日 にかけて実施した。

3.本調査は飛鳥藤原第119-5次調査に該当する。
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6。 遺構・遺物の写真撮影は、井上直夫が担当し、岡田愛が協力した。
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